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高専図書館の現状と問題点
佐 々 木 明 彦＊

1. はじめに
 一般的に学校における図書館の存在は，教育又は研究

の向上のため，当然とされている. しかし，図書館を有

効に利用し，教育・研究の向上の実りをあげるために，

学校の構成者全体が図書館機能の向上に注意を払ってい

るかというと，必ずしもそうではない. 高専でも一部に

例外はあろうが，全体としてはこの一般的傾向からはず

れるものではないだろう. しかし，又一方では，情報量

の増大の中での教育・研究に必要な情報の検索，青年の

活字離れの中での読書への関心を学生に持たすための読

書指導等の必要性から，種々の図書館改革の手が打たれ

始めている. 

 そうした中で，高専における図書館には，利用者から

の新しい要求が殺到しているかと言えば，そうではな

い. 又新しい要求を堀りおこし，新しい事態に備えるた

めの図書館側の体制ができつつあるかと言えば，それも

全体としては見られない. 高専の図書館活動は，他の種

の学校(大学)図書館全体の流れと比較すると，取り残

されつつあるのではなかろうか. 高専において積極的な

図書館活動を進めるためには，どのような障害を克服す

べきなのか，過去の資料をたどりながら一定の整理をし

た. 

2. 高専図書館のおかれている環境

 まず，高専図書館が，高専制度あるいは大学の図書館

とのかかわりで，どのような環境におかれているか，歴

史的経過の中から問題点を探ってみた. 

 2-1高専創立時の図書館の扱い

 高専設置基準第17条では，校舎の一つとして図書館の

設置を義務づけている. それはどのような図書館である

か. 

(1)同20条では，図書・学術雑誌を必要数量備えること

のみ定め，最低数量基準は定めていない. これについ

て，昭和36年9月の文部事務次官通達1)では，「その具

＊ 宇部工業高等専門学校図書館

体的な標準については，別に定める予定である」とした

が，そのまま20年を経過しようとしている. 

② 犬:丸三二の著書2)によると，高専発足当初の施設の

基準は，学校図書館基準によったとし，図書館の面積を

四学級の場合で，81坪(267. 3m2)としている. 

(3)図書館に関する組織については，図書館長について

も，図書係の存在についても，一切ふれられていない・ユ)2)

 以上のことから確認できるのは，新しい時代の，新し

い高等教育機関として，又中堅技術者の養成を旗じるし

にしたにしては，学校の中枢機関である図書館につい

て，何ら体系的整備をせずに発足している. 

2-2 「図書館センター」の建設

 昭和44年から建築の始められた高専の図書館は，大学

でいう学生会館の要素もあわせたもので，「図書館セン

ター」等と呼ばれている. 面積は1600m2を標準として

いる. その内訳は，文部省設計基準によると，下記の通

りである. 

 ① 図書館関係  550m2

           閲覧席100～150席(180m2)

           書庫 45，000冊(250m2)

           事務室等(120m2)

 ② 学生指導関係 50m2

          カウンセリング室，学生指導室

 ③共用  550m2
          視聴覚室 100名(150m2)

          ゼミナール室大1，小4

                    (200m2)

          談話室等(200m2)

④ 管理施設   100m2

⑤ 通路部分   350m2

 これを高専の規模に近い，又分館のない大学図書館の

規模と比較したのが表1である. 閲覧室・書庫・その他

サ・一一 rfス部分の面積，教職員・学生1人あたりの面積は

大学のそれよりはるかに少ない. 一方，図書係職員3～
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4名では，1600m2の施設の管理はとても無理というこ

とで，学生指導・共用の部分の積算面積のところへ，学

生課等，学校の組織が入り，1600m2全体を，有効に使

用するという点では問題が残された. 

表1大学図書館との1面積の比較
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注1)利用対象者数＝教員数＋大学院生数＋学部学生数
注2)葡の④醸算出・〔隣室18・nf〕＋〔書庫25・nf〕＋〔勢室等12齢き一〕

   (本文p. 3の文部省設計基準による)

注3)高専の職員数:「日本の図書館1980」による. 

注4)大学の資料:「全国大学図書館要覧1980」による. 

 2-3文部省の高専図書館行政

 高専の図書館充実に努力された田中敬次元福井高専事

務部長は，「網の目から洩れる高:専図書館」と題し，次

のように指摘された3). 

 「どこが高専図書館を考えるか. 高専の所管は技術教

育課. 図書館も同じ. 大学図書館は，情報図書館課が主

管している. ……情報図書館課では大学図書館の発展に

ついていろんな思索が行われているが，技術教育課は高

専図書館についてあまり手を打っていない. ……高専図

書館は，大学図書館と学校図書館の谷間にあるような不

安定な扱いがなされていて……高専図書館に来ている予

算(学生図書購入費，図書館維持費)は……情報図書館

課から……Eクラスとして……最低のクラスです. これ

以外のことは情報図書館課は全く関知しない. 」

 全くその通りである. 学術雑誌の大学図書館所蔵目録

作成の際でも，高専図書館は調査対象外である. 

 また，財政面でみると，昭和56年度国立大学図書館関

係予算が総計48億円計上されている4). 項目としては，

「図書館経費」として，維持費，業務合理化経費，特別業

務経費，学術情報センターシステム開発経費，情報検索

端末経費，マイクロブイルム撮影等経費で約16億円，

「図書館設備費」として，学生用図書，参考図書，特別

図書，外国雑誌，新設大学図書の各購入費や近代化設備

費として約31億円計上されているが，高専図書館には，

前述の維持費と学生用図書購入費の他は，全く配分され

ていない. 

 このような，文部省における所管課の問題，財政的裏

付けの問題は，高専発足当初から，現在まで引き続く問

題である. 

 2-4図書館の位置づけ一各校における一

 高専図書館は，学校行政の中でも，「網の目から洩れ」

ており，「谷間」にあり，「宙に浮いた」存在である. 

図書係長の上司は庶務課長又は学生課長である. 図書館

業務に主として責任を持つ管理職がいないのは，図書館

政策立案・遂行上の大きな障害となっている. 図書館長

(各高専で任意に設置したポストで名称もさまざまであ

る. )も定められた職制ではない. 

 この「位置づけ」のあいまいさも，高専発足当初から

放置されており，この問題がもたらす弊害は次の三つに

要約できる5＞. 

(1)対外的に責任の所在を明確にできない. ……今や他

図書館との交流，資料の相互貸借，文献複写の依頼・受

付・図書館資料情報網の形成など，図書館長の責任にお
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いて処理すべき事項は山づみされているが，高専では手

も足も出せない. 

(2)学校内でも積極的な運営ができない，……図書館長

はその地位不安定のため，又事務レベルでは，庶務・会

計・学生課(長)の意向の下におかれているため，図書

館活動を全学的な視野から立案，実施することがむつか

しい. 

(3)図書館としての業務範囲が確定しにくい. ……建物

は図書館センターだが，例えば，当面の問題として，視

聴覚関係の教育面，業務面をどこがどのように扱うの

か，定めにくい. 

 2-5 高専図書館間の連絡・調整・研修機関

 高専学生のスポーツ活動振興のためには，専体協まで

結成して，熱心に施策を講じているが，こと，図書館と

なると，全国的(もちろん地方別でも)交流組織が全

くない. 教育・研究・文化活動の中心としての図書館機

能の日・々向上のためには，図書館政策の立案，行財政的

裏付け，各種の図書館活動の交流，図書館基準の作成，

図書館関係教職員の研修等のため，全国的組織の結成の

必要性は非常に大きいが，この問題も，高専創立当初か

ら現在に至るまで解決していない. 

 昭和40年ごろから，全国図書館大会等，図書館関係者

の会合の中では，高専図書館関係者は，全国的組織又は

連絡機関の必要性について訴えてきている. 6)最近では，

各ブロックごとに高専図書館関係者の会合を持ち，それ

を基盤に全国組織へつなごうとの展望のもとに努力が重

ねられているが，1978年から1980年の聞では，東海・北

陸地区で3回，中国地区で1回開かれたのみである. 

 2-6国専協における「図書館問題」

 高専図書館の全国的連携のために努力しておられる松

江高専の吉川先生の''回顧. 7)によると次のような経過

である. 

 「図書館問題が国専協の教育課程等委員会で検討され

始めたのは昭和50年度ごろである.  (福井高専田中事務

部長一当時一の尽力による『高専図書館実態調査報告書

(中間報告)』がまとめられたのはこの時である. )そ

の後，管理運営委員会で，図書館の管理運営上の組織

(図書館長制など)について検討がなされた. しかしなが

ら，いずれも立ち消えの形で今日に至っている. ……図

書館利用の問題は教育課程等委員会，組織の聞題につい

ては管理運営委員会というような二分の形で，問題が相

殺されてしまうことのないよう，図書館問題検討のため

の特別委員会が設置され，高専図書館改善の方策が講じ

られることを願うものである. 」

 高専の責任者である校長の，図書二二題への真剣な取

り組みへの責任が問われなければならない. 

3. 高専図書館の現状

 3-1高専図書館の目的一仮説一

 こうして，高専図書館として，全国的に共通の目的を

持つことは実現されていない. その中にあって，科研学

の総合研究(B)として，昭和48，49年度に「技術科学教育

の基礎としての図書館のあり方についての研究」8)が，

申村元高知高専校長を代表者として実施された. その中

で，高専図書館の目的について，次の如く仮説を立て

た. 

 「高専の図書館は，単なる教養あるいは研究を目的と

する図書館ではなく，学生が学習の資料センターとして

利用する学習図書館である. 従ってその教育課程と大き

なかかわり合いをもち，それに組み入れられて，その教

育目標を達成するための有力な手段でなければならな

い. そのためには，図書館における自主的学習態度の滋

養が何よりも重視される必要がある. 」

 これは，現在の多くの高専図書館の活動の方向とほぼ

一致するものであろう. 

 3-2高専の図書館活動

 こうした立場から，多くの高専で学生の読書意欲の向

上，文化程度の向上，授業とのタイアップのために種々

の努力をしている. その一つの例として，東海北陸地区

での高専での図書館活動のまとめをあげてみる9). 

 「昨今の青年の読書意欲減退，活字離れ的風潮の中

で，いかにして図書館を身近かなものにするかは最大の

課題といってよいであろう. 

(1)図書の分野別偏りを是正し，一般教養的書物を拡大

 すること. 現在は，圧倒的に工学・自然科学部門の蔵

 書が多い. 

(2)学生の希望図書を図書館が独自の予算のワクで購入

 する. 

(3)読書意欲を高める一環として，図書館主催の「読書

 会」を行なう. 

(4)教科の講義と関連をもって，読書活動の啓発に乗り

 出す. 

(5)その…例として，同一書を数十冊のセットで所蔵

 し，セット貸出をする. 
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(6)新刊書などの購入情報を速やかに提供する. 

(7)視聴覚部門とタイアップして多角的な情報を提供す

 る. 」

 他にも，多くの高専で，・広報(「図書館報」などの名

 称)の年2～6回発行，読書感想文uンクールの実

 施，学寮の図書室の設置，夜間開館などに取りくんで

 いる. 

 3-5高専図書館利用上の問題点

 現実にこうした考え方，方法で図書館活動を進めるな

かでどのような閥題点が，各高専の図書館で認識されて

いるか. 前出の総合研究 (p，109参照)の一環として，

各高専へのアンケートを行っているので10)，その要約を

表2で紹介する. 調査時点は，昭和48年12月であるの

で，少々古いがここにあげられた問題の基本は，現時点

でも変わっていないと思われる. 

表2高専図書館利用上の諸問題
］

皿 図書館の利用を促進するにあたって，現在最も問
 題と思われる点

V 図書館(室)の利用をさらに促進するための改善
 策(或は要望)

1 学習指導上の問題

 「講義方式，教科書中心の授業が大部分」，「図書

館の利用に自主性が乏しい」，「教官と図書館との密

接な連繋を欠く」，「図書館利用の時間的余裕が不足」，

「読書意欲の欠如」，「指定図書制推進のための予算

的措置」，「視聴覚教育への理解不十分」，「複本の

不備」，「職員不足によるレファレンス業務の不備」

等の意見がある. 要するに，学校全体として，教授過

程のなかに，図書館利用を適切に位置づける利用指導;

計画の策定が必要であり，他方，図書館利用の時間の

確保，授業の充実と深化のための図書，資料の整備な

ど，基本的問題の解決が急務であるとしている. 

2学生自身の側にみられる問題点

 全体として，「自主的学習意欲，読書意欲の欠如」，

「図書館利用の習慣に乏しく関心が薄い」，「教科書

の理解で精一杯，クラブ活動に追われる」，「図書館

利用のための余裕時間が不足」などが目立つが，要す

るに，「教育課程の過密による時間不足」と「学習意

欲の乏しさ」が問題であるとしている. 

1学習指導面について(授業形態，内容及び方法) :

 主として授業方式の改善を考慮すべきであるとする

意見が多く，「セミナー方式，グループ学習等多角的

な授業方式を採用」し，「主体的に図書，資料を探索 旨

し，思考し，相互に討議してゆく」ように，「学生の 1

自学自習を推進」する. そのためには，「蔵書数，指

定図書の増加，施設々備の改善」が必要であるが，そ

の前提として，「教官の図書館利用についての勉強が

肝要」であって，「図書館利用を学習指導の一つの柱

として，学校全体の立場で採り上げるような機運をつ

くることが先決」であろうとし，また，「過密な現行

教育課程の改善」が急務であるとしている. さらに，

「図書館専任の教官(司書教官)の配置により，十分 …

な読書指導」を実施したいとする要望もある. 

2学生に対する利用促進のための指導       …
                         1
 「広報活動の積極化」を進める意見が共通して多く，i
「入学時のオリエンテーシ・ンの難指導」・「ド列

ユメンテーシ。ン教育の実施」を促進する. また，

「平素の教育活動を通じて図書館教育を促進する」こ

とによって，「図書館と読書生活に親しませる」. 要

するに，「図書館利用の習慣を形成」するため，「図

書館利用の意欲の喚起が第一L」と考えられ，「図書館

独自の文化活動を通じてPR」， 「授業，特活時間を  
                         1
活用して図書館利用指導」を徹底化しようとする意見

がみられる.                 I                         I
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3図書館(室)の管理，運営上問題となっている点

 共通した問題点としては「職員不足」，「職員の配

置，所属に問題」があり，職員の職務意欲に反映し，

それが「図書館本来の業務に支障」を来しているが，

これは，「学生指導関係業務より，庶務，会計関係業

務を，より上位とし比重を置く姿勢」に根ざすところ

が大きいとしている. 従って，当面，「運営組織，機

構の改善」が必要であり，「一部局として大学と同様，

独立した運営」をのぞんでいる. 

4図書館(室)の施設設備上の問題

 「書庫拡張」，「複写設備及び視聴覚機器，教材の

充実」さらに，「利用者の利便を考慮して，教室棟と

の間に渡り廊下(棟)」の建設を強く要望し，「冷暖

房への配慮」を期待している. 

5 図書館の利用促進上，現行の教育課程との関連で

 特に問題となっている点

 全体を通じて，大体共通することは，「授業(教官)

と図書館との有機的連繋が不十分で，授業での教育

効果を必ずしもあげ得ない」. 特に，各校の殆どが問

題としているのは，「授業科目数が多く，クラブ活動

もあり，時間的余裕が少なく」，「工業教育の基礎と

しての人間形成の面がおろそか」になっており，従っ

て，図書館利用，図書館教育を促進させるためにも，

「現行教育課程及び指導要綱の再検討が必要」である

としている点である. 

5図書館(室)の管理，運営上の改善策

 まず，共通した見解として，「高専図書館設置規準

の制定」の要望が圧倒的に多い. 次いで，「専門職員

の配置と増員及び予算増」・「図書騰員の将来の勃

分保障と業務上，学生課への配属換え」を訴える意見

があり，さらに，「運営機構の一元化」を図り，「司

書教官の配置によって図書館の主体的，能動的機構の

確立」を期したいとしている. 

4 施設設備上の改善策

 開館後数年にして，早くも「書庫の増築」を要望す

る声が盛んに出始めていることは注目される. また，

「教室棟との問の渡り廊下(棟)」が利用促進に確実

につながるものとして，その建設を求める意見が，積

雪寒冷地出校から共通してでている. 「冷暖房設備と

その実施」が望まれ，「館内に学生を吸引する設備」

を考慮すべきであるとし，「視聴覚機器，教材」，

「複写設備の整備」への配慮を求めている. 

5 その他の改菩策及び現行教育課程のあり方に関連

する改善策

 「現行の教育課程の過密性，学校の地理的立:地条件

鷹野強鷲畜皇謬灘謙雛置型灘劃

し得ない問題である」としながら，「図書館利用を前1
提とした授業内容と方法を，学校全体の問題として考1
                        i
える」必要があり，「情報化時代に即応して現行教育

課程を再検討し，精選した内容として学生に時間的余

裕を持たせ，図書館を積極的に利用し，自主的学習を 1
行う意欲を喚起」したいとしている. まt、，「現行み

三本建予算による購入図書の保管先，管理方法の適正

化」を考慮し，図書の有効適切な利用促進を図るよう
                        ト希望している. さらに，「図書館がさらに積極的に活

用されるためには，過密カリキュラム解消の問題を回
避しては考えられぬ. 現行教育課程に基く以上，図書［

館利用向上のための麟も・鰍も出て来ない」とす［

る厳しい意見も陳べられている. 

3-4高専図書館の数量的指標

図書館の基本的な指標について高専の過去6年間の推

移を表3に，大学との比較を表4にまとめた

表3の特徴一

(1)年間受入冊数は，やや増加している. 

② 個人貸出，特に学生への貸出が減少傾向にある. 学

 生への図書館利用促進のための努力がますます必要と

 なっている. 

(3)文献複写・参考業務実施館が増大しつつある. 研究

 面への援助の体制が進みつつあることを示しているの

 か. 

(4)資料購入費は増大している. 受入冊数はさほどふえ

 ていない. これは価格の上昇とともに，研究用資料

 (高価なもの)の割合が増大しているからではなかろ

 うか. 

 表4の特徴一

(1) 「年間受入冊数」の1冊あたり平均単価は，高専

宇部工業高等専門学校研究報告 第28号 昭和57年3. f1
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表3 高専図書館最近6年間の推移

. . 項目
年度    1974 i 1975 1 1976 i 1977 1 1978 ！ 1979

年間受入冊数(千冊)

貸     出 (千冊)

 うち学生(千冊)

文献複写実施館 (％)

参考業務実施館 (％). 

資料購入費(百万円)

 うち図書(百万円)

製本費(百万円)l
          I

2. 6

9. 1 1

7. 8 li

  1

-1

30 ，i

7. 3 i

4. 5

0. 2 j

2. 4 1

9. 0 ，

7. 9 i

32

49

8. 6

  1
5. 5 1

0. 2

2. 5

Z
I
g
i
i10. 4 1
，. 2 P
0・3 ［

       
2. 7    2. 71  2. 7

      1
9・03 8・8  8・1

7. 9    7. 8    7. 1

42   41 1 49

60 641 64
       
11，2   11. 71  12. 4

6. 8    7. 4:  8. 1

・・3・・3 梶E・3

注:「日本の図書館1980」から算出

          表4大学図書館との比較

偏轍ジ煙劉高専鴎1公立大1私立大医大

図書乱数(館)

年間受入冊数(千冊)

館外個人貸出(千冊)

文献複写実施館(％)

参考業務実施館(％)

資料購入費(百万円)

うち図書(百万円)

製本費(百万円)

蔵書 数 (千冊)

専 任 職 員(人)

臨時職員(人)

61

2. 7

8. 1

49

64

12. 4 1

8. 1 f

O. 3

4i 1

3. 2

0. 3 1

   E

321

 7. 5

15. 6

62

80

44. 1

2. o 1

153

 8. 5

 3. 0
   ±

8
0

1
0
∩
∠
3

門
∠
 

一
⊃

51

 4. 6

 9. 3

76

70 l1

26. 4 ］

16. 5 )

 i. 2i

113

 7. 3

 0. 5

   1

   1
474 |52
 6. 9I  l. 8
   1

12. 4！  4. 6

89 1  55

751 67
36. 015. 3

24. 4   4. 3

   1
1. 61 0. 2

108 1 27
   1
9. 1: 2. 4

    

2. 2i・. 3

注:「日本の図書館1980」から算出

  大学は部局図書館も図書館数に計算

 3000円，大学(国・公・私)3500～3600円. 大学の方

 が研究用図書が多いためか. 

(2) 「文献複写」 「参考業務」の実施率は，高専がもつ

 とも低い. 研究援助の体制がまだまだ遅れているため

 か. 

(3) 「職員数(専任＋臨時)」と他の指標との関係で，

 各指標について職員1人あたりの業務処理量を比較し

 たのが表5である. これを見ると大学図書館そのもの

 の職員数の不足が大きな問題となっているが，高専も

大学と同じかそれ以上に，1人あたりの業務量が多いの

がわかる. 

     表5 職員1人あたり業務処理量

厩蜘酬高専町松立大栂因短大

年間受入騰771冊652 i589

貸    出  2314冊1356. 1192

資料購入費i345万円 383 338！
蔵 書1117刊…133 1145 i

610 666

1097 i 1703

  ''

319 1 196

  …
 96 i 100

Res.  Rep， of Ube Tech.  Coll，，No. 28 March， 1982
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 3-5教官の研究と図書館

 教官の研究に対し図書館は，教官が発注する研究資料

の購入，文献複写の取り寄せなどは，事務的行為として

行っているが，教官の必要とする研究情報を調査し，整

備する段階には，ほとんどの高専は到っていない. 

 こうした中で，例えば米子高専の図書館は次のような

ビジョンを掲げている. 「前年度，本校の図書館のある

べき姿が検討されたとき『高専図書館はユーザーの教育

・学術研究の必要に応じて，最適の情報を提供していか

ねばならない』と，そのビジョンを掲げました. 従って

学習情報センターであるべきとの考え方は理解します

が，一方で研究情報面への要求にも対応するものであら

ねばならないと考えております. 後者に関しては，図書

館間の相互利用，JOIS等文献検索のための研究情

報機関の利用なども図書館活動の一環と考えておりま

す. 」11)

 :文部省も昭和36年9月の文部事務次官通達1)で下記の

ように，研究のための施設，設備，，経費等の確保につ

いて，指示しているのであり，研究情報収集体制の高専

での確立について，行政責任として努力すべきであろ

う. 

 「高等専門学校は，専門の学芸を教授することを主眼

とし研究機関としての機能は有していないが，その教育

内容を学術の進展に起座させるため，必要な研究活動が

活発に行なわれなければならないことはいうまでもな

く，このための施設・設備の充実，経費の確保等につい

て適切な措置を講ずる必要があること. 」

4. お わ り に

 図書館活動の充実，図書館施設・設備の充実，図書館

職員の質的向上，図書館組織整備は，学生の自主的勉学

意欲と文化的水準の向上，教職員の研究・教育意欲の向

上と広い視野での教育的見地を保障するものである. 

 各高専において，学生・教職員が本当に必要とする図

書館機能を，学校としての将来計画に位置づけるため，

積極的な取りくみがなされることが必要である. そうし

た努力のつみ重ねの中で，高専図書館の発展のための施

策が全国的な規模で一日も早く樹立されることを切望す

る. 

 (1)図書館関係教職員は，図書館充実の必要性と展望

  を全教職員共通の認識とするために努力する。

 (2)教官は，授業方法を見直し，学生の文化水準を正

  確に把握し，研究活動を推進するなかで，図書館の

 持つべき機能についての要求を出す. 

(3)校長，事務部長，国専協は，高専図書館の歴史的

 経過と現状を把握し，教職員・学生の教育・研究発

 展へのエネルギーを図書館発展策と結びつける施策

 を樹立し，そのために必要な図書館の組織的整備を

 すること. 

(4)文部省は，高専図書館に関して，各高専からの要

 望が，系統的にかなえられるよう，高専図書館の所

 管責任を明確にし，財政的裏打ちをすること. 
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